
前回（R6 年度第 2回）幸田町総合計画審議会意見箇所対応表 

 

該当箇所 ご意見 対応案 

住民意識の状況 

 社会福祉協議会等へ聞き取りをして、結

果を加えてほしい。 

 

基本計画策定にあたり、第 3期地域福祉計

画（令和 7～）に記載の団体ヒアリング結果

を参考とします。 

重点分野 

高齢化社会 国連の定義に従って「超高齢社会」に変

更する。 

変更しました。 

基本目標（案） 

（1）暮らしやすいまち＜安心・安全＞ 

①生命・財産を守る（自然災害リスクへの

備え） 

②安心して出かけられる（公共交通の利便

性向上） 

③便利で安全な交通網  

④安全な水 

⑤良好な住環境（定住者の確保） 

⑥快適な都市環境 

表現を文章形式か、体言止めかで統一す

る。 

 

②と③は同じなのではないか。 

 

 

④と⑤は表現が大雑把すぎる。 

⑤と⑥は同じなのではないか。 

基本計画を作成するにあたり、施策分類お

よび表現を全て見直しました。 

 

 

 

 



基本目標（案） 

(4）健やかに暮らせるまち＜健康・福祉＞ 

①みんな健康 

②安心して子育て 

③障がいのある人と共に 

④元気で笑顔の高齢者 

少子高齢化・人口減少社会の到来への対応

として、「支援を必要とする人や世帯への対

応」が求められることを具体的に示し、そ

れに合わせて基本目標（4）③、④の表現を

更新してほしい。 

基本計画を作成するにあたり、施策分類お

よび表現を全て見直しました。 

（6）共に支えるまち＜協働・参画＞ 

①男女共同参画 

②多文化共生 

③効率的で計画的な町政 

④行政サービスのデジタル化 

 

「共に支える」は福祉のイメージ。 

③、④は行政改革でイメージが違う。 

 

③と④は同じなのではないか。 

 

地域コミュニティについての言及があった

方が良い。 

基本計画を作成するにあたり、施策分類お

よび表現を全て見直しました。 

全体 基本目標は分野しか示していないので、

これを支える理念（方法論）、例えば愛着や

コンパクト、成長、連携などの要素も盛り

込む。 

SDGs やカーボンニュートラル、タウンプ

ロモーションといった言葉は分かりにくい

ので、表現を工夫してほしい。 

多くの人に読んでもらい、将来像を共有

し、町政へ関心を持ってもらえるものとす

る。 

重点分野を重点方針とし、すべての取り

組みにおいて心がける方針と位置づけなお

しました。 

 

適宜、用語解説を付け加えます。 

 

 

多くの人に読んでいただけるような概要版

を作成します。 

 


